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もち米、古代米ともに大豊作！だけど問題も…？
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シトラスリボン

プロジェクトに

賛同しています。

ふれあい農園事業古代米づくりの「稲刈り」

と「脱穀」を農業公社、老人クラブ泉支部、地

域有志の方々のご協力のもと行いました。

稲刈りはもち米が８月２２日(月)に、古代米

が９月２０日(火)に実施しました。

古代米の稲刈りの当日は気持ちの良い晴天で

したが、前日は台風が接近していたこともあり、

田んぼの中は水たまりだらけ。長靴が必須でし

た。泉小学校全校児童が参加し、鎌を片手にど

んどん刈り取っていきました。刈り取った稲は

束ねて天日に干すため稲木にかけていきました。

豊作のためか途中で稲木が足りなくなり増設し

なければなりませんでした。

古代米づくり最終作業である「脱穀」を１０月２１日(金)に行いました。こ

の日は５・６年生が稲木に干してある赤米と黒米を「足踏脱穀機」と「唐箕

（とうみ）」を使用して籾すりができる状態までの作業を行いました。初めに

地域の方たちから道具のしくみや使い方などを丁寧に教えてもらい、どんどん

作業を進め無事作業を終えました。

①脱穀機で籾を取ります。

②取った籾は唐箕の上から入れます。

③風を起こし、籾やワラくずなどを飛ばします。

③風を起こし、籾やワラくずなどを飛ばします。

今年も春の播種・箱苗づくりから秋の脱穀まで、地域の皆さんのご協力により、ふれあい

農園事業古代米づくりを無事終えることができました。心より感謝申し上げます。

収穫量は

でした。
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優勝おめでとうございます！

いつまでも お元気で ～ 敬老行事 演芸収録 ～

泉小学校児童２名が作文発表

してくれました。ありがとう

ございました。

９月１４日（水）に出目新田クロッケーコートで泉公民館長杯、１０月６日（木）に小倉クロッ

ケーコートで泉郵便局長杯が開催されました。両大会とも５チームが参加し白熱した試合が繰り広

げられました。泉公民館長杯は新田チームが全勝し優勝、泉郵便局長杯は小倉Aチームが全勝し優

勝しました。選手のみなさんお疲れさまでした。

秋晴れのもと２大会実施！

クロッケー大会 泉公民館長杯【秋】
（大会の結果）優勝 新田 準優勝 小倉Ａ

クロッケー大会 泉郵便局長杯
（大会の結果）優勝 小倉Ａ 準優勝 興野々

優勝 新田チーム

９月ですが半袖半ズボンで大会に参加

まだまだ暖かい日が続きます

郵便局長より祝辞をいただきました

優勝 小倉Aチーム

優勝おめでとうございます！

９月２０日（火）と２１日（水）に泉小学校と小倉保育所で敬老行事の演芸収録を行いました。

泉小学校は作文朗読を、小倉保育所はダンスと歌を披露してくれました。収録にご協力いただき、

ありがとうございました。

年中・年長組（写真左）が元

気一杯に踊ってくれたあと、

全園児（写真右）で合唱して

くれました。ありがとうござ

いました。
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牛鬼面づくり教室 開講！

「牛鬼面づくり教室」講師：蜂須賀泰造さん（小西野々）

受講生：7名 期間：１０月３日（月）～

７名の受講生は講師指導のもと、型紙を写した発泡スチロールから、角や牙、鼻などを切り出し

ます。切り出した部品は紙やすりで磨き、両面テープでつなぎ合わせます。

大きさは違いますが、皆さん同じ型紙を使っています。しかし角や鼻の形が少しずつ違っていて、

それぞれ個性のある顔ができていきます。完成が楽しみです。

泉地区をお花でいっぱいに！

１０月２３日（日）今年度第２回目の泉地区統一環境美化デーが行わ

れました。

「ビオラ」の植栽や沿道の除草作業が行われ、泉地区全体が美しくな

りました。

早朝より多くの方々に参加いただき、ありがとうございました。

講師やほかの受講生と談笑しながら、部品を切り出していく皆さん。

完成まで頑張ってください。

開講式での説明の様子 小さいサイズは少しのズレでも見映えに

大きく影響するので注意が必要です



※あくまで予定ですので、急遽日程が変更される場合があります。
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１２月

４日 鬼北町防災訓練

６日 老人クラブと児童の交流事業もちつき

「女王さまの夜食カフェ -
マカン・マラン ふたたび」
(古内 一絵)
お待たせしました! シャー
ルさん&「マカン・マラン」復
活です!病に倒れていたド
ラァッグクイーンのシャー
ルが復活し、いつものお店
に戻った「マカン・マラ
ン」。そこには、やはり様々
な悩みを抱えた人たちが
集ってきて?

「月とコーヒー」
（吉田 篤弘）
人気作家が腕によりをかけ
て紡いだ、24篇の「とってお
きのお話」。
生きていくためには必要で
はないかもしれない。でも、
日常を繰り返していくために
はならないものたち。
全作品、原稿用紙10枚程
度。寝る前の5分間、この本
をめくってみてください。
必ずお気に入りの1篇が見
つかるはずです。

12日 老人クラブ絵手紙教室

３日 二十歳（はたち）のつどい（仮称）

たかのす学級切り絵教室

４日 仕事始め

６日

仕事納め

23日 ふれあい体験学級しめ飾りづくり

28日

15日 ふれあい体験学級クリスマス会

「老害の人」
（内館 牧子）
定年、終活、人生のあと
しまつ…。自分のこと、
親のこと、いずれは誰も
が直面する「老後」。
「最近の若い人は…」と
いうぼやきが今や「これ
だから『老害』は」となっ
てしまった時代。内館節
でさらなる深部に切り込
む!

１月

「一橋桐子(76)の犯罪日記」
（原田 ひ香）
老親の面倒を見てきてた桐
子は、気づけばたったひと
り、76歳になっていた。この
ままだと孤独死して人に迷
惑をかけてしまう。絶望を抱
えながら過ごしていたある
日、収容された高齢受刑者
が、刑務所で介護されてい
る姿の映像が目に入る。 光
明を見出した桐子は、「長く
刑務所に入っていられる犯
罪」を模索し始める。

１日 元日

「さいごはおうちで」
（永井 康徳）
「生まれることと、死ぬことは
人の自然な営みです。でき
れば、住み慣れた場所で さ
いごまで自分らしく安心して
生きていきたいですよね。こ
れは、実際にあった 私の患
者さんのお話です。」
いのちの物語マンガ10話とと
もに、『住みなれた自宅でさ
いごまで生きる』在宅医療に
ついて、たんぽぽ先生が、
やさしく、丁寧にお話しま
す。
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公民館図書室新刊情報
新たに購入した一部を紹介します。読みたい本や

お薦めの本がありましたらご連絡ください！

１２月～１月の行事予定
私が泉公民館にやって来てから

あっという間に半年以上が経ちまし

た。この半年、新型コロナウイルス

感染症の影響から実施できなかった

行事もありますが、予定している行

事はまだまだあります。残りの行事

が成功できるよう、気を引き締めて

頑張っていきたいと思います。(巧)

編集後記


